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Ⅱ 淡路地域の農業農村整備事業（国事業を活用したもの） 

１ ほ場整備の推進 

淡路地域のほ場整備率は48.5%であり、全県（79.0％）に比べ大幅に整備が遅れている。 

これまで農家の努力により県下有数の農業生産地帯であったが、農業者の高齢化や減少

が進む中、他地域・産地に比べて不利な生産条件を早く解消していくことが必要である。 

このため、効率的かつ安定的な農業経営に向け、淡路地域の営農形態や実情に応じたほ

場整備を推進する。また、併せて農業生産の拡大や担い手育成、地域の活性化を図る。 

 
（１）実施状況（令和５年度末現在） 

 整備対象面積（ha） 整備済面積（ha） 整備率（％） 

全  県 56,027   44,259   79.0  

 淡路地域 7,312   3,549   48.5  

  洲本市 1,707   898   52.6  

南あわじ市 3,526   1,905   54.0  

淡路市 2,079   746   35.9  

   

（２）実施内容 

淡路地域の農業は、瀬戸内海特有の年間を通じて温暖な気候や京阪神の大消費地に

近い立地条件を活かし、①三原平野を中心に水稲・野菜作等による多毛作複合経営が

行われる三毛作地域と、②北部側の急傾斜地における集約的な施設花きや施設野菜、

果樹の生産が盛んに行われている中山間地域に大きく区分できる。 
このため、ほ場整備においては各地域に応じた特色ある整備を実施している。 
 

ア 三毛作地域 

野菜作りの作業性を考慮した①20a 区画(40×50m)の区画整備やコンクリート畦畔、

②機械作業において農道に乗り入れてターンできる農道整備、③ため池からほ場に

直結して水管理の省力化を図る用水路のパイプライン化等を進める。 

 
 
 
 
 
 
 

  
ほ場整備の前後（養宜地区） 

 

 

 

 

 

 

農道でのターン（国衙地区） 収穫時の農道活用（市西地区）パイプラインからの散水 
（市西地区） 
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地区名 総事業費   
（百万円） 

工期 総事業量
（ha） 

R7事業内容、ICT対応 

南

あ

わ

じ

市 

養宜 4,498 H28～R10 54.2 農道舗装１式 

片田 1,829 H29～R10 30.2 農道舗装１式 

八幡北※ 763 H30～R7 17.0 換地 1式 

倭文長田 856  R1～R8 15.7 換地１式 

賀集 1,765  R7～R15 22.2 実施設計１式、自動給水栓 

５地区 計 9,711 － 139.3 － 

※マークは「農地中間管理機構関連農地整備事業」を示す（以降も同様） 

   

イ 中山間地域 

中山間地域における農村の活性化を図るため、ほ場整備などの事業を契機として、

地域農業の中心となる集落営農組織などを育て、地域の持ち味を生かした力強い農業

経営を展開する。また、併せて豪雨時の災害防止対策を図る。 
 

 
 
 
 
 
 

 
ほ場整備の前後（洲本市 塔下地区） 

地区名 総事業費   
（百万円） 

工期 総事業量
（ha） 

R7事業内容、ICT対応 

洲

本

市 

塔下 2,460 H29～R9 37.0 区画整理3.9ha 揚水機1式 

都志大宮   772 H29～R8 20.1 換地 1式 

市原※   858  R1～R9 16.5 区画整理0.4ha 

相原 1,347 R2～R10 23.9 区画整理4.5ha  自動給水栓 

市原２期※ 781 R6～R12 15.4 区画整理3.4ha 附帯工1式 

淡 

路 

市 

生田大坪   1,959 H27～R8 26.1 換地１式 

西山･柳沢東   3,008 R3～R11 53.5 区画整理工4.1ha 

北淡路※     586 R3～R8 11.8 仕上げ工 １式 

入野２期   1,737 R4～R10 31.3 区画整理工4.5ha 

北淡路２期※ 440 R4～R9 6.8 区画整理1.7ha 

北淡路３期※ 731 R5～R10 14.7 区画整理5.8ha 

１１地区 計  14,679 － 257.1 － 
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（３）今後の県営採択予定地区 

 

２ ため池整備の推進 

ため池は全国に約15万箇所あり、兵庫県は全国一の21,752 箇所を有している。この

うち淡路島には約１万箇所のため池があるが、未整備で老朽化が進んでいるものが多い。 

これらのため池のうち、決壊した場合の浸水区域に家屋や公共施設等が存在し、人的

被害を与えるおそれのあるため池を「防災重点農業用ため池」として指定し、近年の集

中豪雨や南海トラフ巨大地震への対策を進めている。 

今後、特に緊急性･危険性の高い防災重点ため池から順次整備着手していくとともに、

整備完了までの間は、水位を下げた日常管理を指導するなど、ハード・ソフト両面から

防災・減災対策を推進する。また、利用されていないため池については廃止を進める。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

（１）ため池整備事業 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       

 

   

 

 

市名 R8採択 R9採択 R10採択 R11採択 

洲本市   鳥飼代(26ha)  

南あわじ市     

淡路市    北淡路4期(19ha)※ 

 県営地区 市営地区 箇所数 計 

洲本市 
千草２、夫婦池下池、高丸池、西ノ下池、尾

上尻池、八京池、殿谷下池、千木池 

８地区８箇所 

― ８箇所 

南あわじ市 
伊加利山本、門前、市池、大谷池、次郎池、

上八木 

 6地区 11箇所 

口新池(廃) 

 

     1箇所 

12箇所 

淡路市 

中池(生田)、谷子池 、北代池、皿池(王子)、

新池(谷)、池ノ谷池、高山池、皿池(尾崎)、

宮池、中ノ池(山田) 

10地区 10箇所 

五反田池、 

水取池(廃) 

２箇所 

 12箇所 

管内 計 24地区 29箇所 3箇所 32箇所 

※下線部は新規地区を示す 
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松帆崎海岸 

 【整備前】                【整備後】 

 

 

 

 

 

 

 

(２）整備・廃止に向けた調査計画事業  ３市 13地区（14箇所）で実施 

 

（３）ため池管理等に関する事業  Ｐ14以降に掲載 

 

（４）ため池水位監視システム展示場 

近年、頻発する豪雨災害や地震の備えとして、ため池の状況や水位情報をリアルタイ

ムに得ることが重要である。 

当管内では、要早期改修ため池が約８００箇所と数が多く、このシステムを早期に配

備し、ため池下流の住民に対する安全確保を図っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 農地海岸の保全対策 

淡路島には、後背地の農地を保全するために指定した海岸保全区域が４地区５箇所ある。 

この農地海岸は、農林水産省が所管し、海岸法に基づき県知事（洲本土地改良事務所）

が管理している。 

（１）松帆崎海岸（淡路市岩屋字松帆崎、Ｌ＝193ｍ） 

これまでの開発等により背後農地がなくなった

ことを受け、国庫補助事業を活用して現行基準に基

づいた対策工事を実施した上で、土木事務所への所

管替を行う予定。 

現在、現行基準に基づく対策工事を実施中。令和

７年度完了予定。 

  

ため池監視システム（４メーカー）展示会場(寄合池) 
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対策工事(アンカー工) 生田大坪地区   

 

４ 地すべり対策 

淡路島には、農地や農業用施設、人家等に被害を及ぼすおそれのある区域を地すべり防

止区域として、21区域（洲本市7区域、南あわじ市4区域、淡路市10区域の合計21区域、

663ha(うち、概成20区域）を洲本土地改良事務所が所管している。 

 

（１）生田大坪地区、大坪地区（淡路市） 

平成 28 年度より調査・対策工事を進めてお

り、令和４年度で対策工事は概ね完了した。令

和５年度は概成調査を実施し、変状が確認され

なかったことから、令和６年度に事業完了した。 

 

（２）柳沢東・入野地区（淡路市） 

令和５年度に地すべり防止区域に指定し、ほ場整備(西山・柳沢東地区、入野２期地

区)と一体的に工事を実施する予定である。 

 

５ 地域資源の保全管理の推進（多面的機能支払交付金制度の活用） 

農業・農村の有する多面的機能の維持・発揮を図るための地域の共同活動に対し、 

多面的機能支払交付金による支援を行い、地域資源の適切な保全管理を推進する。 

（１）事業概要 

  ア 農地維持支払 

   【対象者】 

     ・農業者で構成される活動組織 

     ・農業者及びその他の者（地域住民、地域団体等）で構成される活動組織 

   【対象活動】 

     ・畦の草刈り、水路の泥上げ、農道の路面維持など地域資源の基礎的な保全 

     ・保全体制の拡充・強化、地域資源の保全管理に関する構想の策定 等 

 

 

 

 

 

 

 

  イ 資源向上支払 

   【対象者】 

     ・農業者及びその他の者（地域住民、団体等）で構成される活動組織 等 

   【対象活動】 

     ・地域資源の質的向上を図る共同活動（水路、道路、ため池の軽微な補修、

景観形成や生態系保全などの農村環境保全活動 等） 

     ・施設の長寿命化のための活動 等 

農地法面の草刈り 水路の泥上げ ため池の草刈り 農道の路面維持 
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（２）令和７年度活動 

1,953 70 1,806 92.5 66 1,779 91.1 62 1,723 88.2
(1) (373) (1) (373) (1) (373)

3,942 86 2,844 72.1 86 2,844 72.1 71 2,512 63.7
(1) (111) (1) (111) (1) (111)

3,121 57 1,285 41.2 54 1,225 39.3 49 1,136 36.4
9,016 213 5,935 65.8 206 5,848 64.9 182 5,371 59.6
62,000 1,688 50,167 80.9 1,652 49,638 80.1 1,396 45,420 73.3

管内計
県全体

農振農用地に
対する割合(%)

地区数
交付対象面積

(ha)
農振農用地に
対する割合(%)

洲本市

南あわじ市

淡路市

農振農用地
面積(ha)

農地維持 資源向上(共同) 資源向上(長寿命化)

地区数
交付対象面積

(ha)
農振農用地に
対する割合(%)

地区数
交付対象面積

(ha)

 

＊上段（ ）は広域化地区を内数で示す。 

 

 

６ 広域農道（オニオンロード）整備の推進 

南淡路地域の農産物や生産資材の流通経路を確保し、京阪神方面への輸送の効率化を

図るとともに、農村生活環境の改善を図る。 
平成６年の着工から相当の年数が経過したが、令和３年度に用地買収が完了、令和７

年度全線開通の予定。 
 

（１）事業概要 

①  位 置：南あわじ市阿万上町～洲本市千草 
②  計 画 延 長：土地改良事業区間17.2km（他 市建設事業区間2.6km） 

③  幅 員：車道7.25m(3.0×2車線＋路肩) 歩道3.0m 

④  受 益 地：4,561ha (洲本市・南あわじ市) 
⑤  計画交通量：4,400台/日  
⑥  予 定 工 期：平成６年度～令和７年度（32年間）  
⑦  事 業 費：168億円 

⑧  進 捗：99％（事業量ベース）  ※供用率89％ 

⑨  負 担 区 分：国 50％、県35％、市15％ 

水路のひび割れ補修 農道の窪みの補修 植栽活動 ため池の外来種駆除 
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７ 農業水利施設の保全の適正化 

老朽化した農業水利施設を対象に、機能診断や計画的な予防保全（補修）等を進め、

施設の長寿命化と管理費の低減を図る。また、農地の湛水防除に資する水利施設や石綿

管の更新を進める。 
 
（１）ストックマネジメント事業 

  ア 機能保全計画の策定 

基幹水利施設（県営事業等で造成したダム、頭首工、揚排水機場、幹線水路等で

末端受益 10ha 以上の施設）のうち、標準耐用年数の半数を経過した施設を対象に

平成19年度から28年度にかけて機能診断を行い、機能保全計画を策定している。 

イ 対策工事の実施 

機能保全計画策定した施設のうち、早急に補修等が必要又は効果的と判断された

施設を対象に順次対策工事を進めてきた。今後も、機能保全計画に基づき施設管理

者（土地改良区等）と調整しつつ適期に補修・更新を進めていく。                     

鮎屋夢大橋(ひょうごの橋・トンネル150選) 三原工区（神代社家） 
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南淡路地区 

［H24～H28］ 

南淡路2期地区 

［H26～H30］ 

南淡路3期地区 

［H29～R1］ 

南淡路4期地区 

［R3～R5］ 

南淡路5期地区 

［R6～R10］ 

鮎屋川ダム 上田池 大川排水機場 百軒堀第２排水機場 百軒堀第１排水機場（ポンプ他） 

鮎屋川幹線水路 百軒掘第1排水機場 本庄川ダム 本庄川１・２号幹線水路 塩屋新排水機場（エンジン他） 

初尾川ダム 吹上排水機場 塩屋沖田排水機場 吹上排水機場（除塵機） 塩屋沖田排水機場（電動機他） 

塩屋新排水機場 慶野釜池排水機場 大日川ダム突発対策 本庄川ダム突発対策 吹上排水機場（弁類他） 

   塩屋新排水機場突発対策 慶野釜池排水機場（ポンプ他） 

    大日川ダム（ゲート内部機器） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）特定農業用管水路等特別対策事業 

鮎屋川地区（H28～R9）において、石綿管で施工されている農業用水管が万一破損

した場合、健康面への悪影響が及ぶ恐れがあることから、順次更新工事を実施。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８ 災害からの早期復旧 

令和６年災害は、８月の台風 10 号豪雨災害(激甚災害)による災害など２回の災害が

発生した。現在、早期営農再開に向け、１１０箇所、約３億円の復旧事業を進めている。 

近年、全国的に局地豪雨による大災害が発生していることから、引き続き平常時より

災害発生時の研修や訓練を進めるとともに、ため池の適正管理等を促進する。 

 

 

 

 

 

 

 

鮎屋川幹線水路の布施替 

石綿管 撤去 塩ビ管 

施設の機能診断実施 

機能保全 
計画策定 

対策工事の実施 

箇所 金額 箇所 金額 箇所 金額 箇所 金額 箇所 金額 箇所 金額

洲本市 0 0 0 0 24 51 3 44 18 40 7 23

南あわじ市 0 0 0 0 16 24 6 30 23 57 9 35

淡路市 0 0 0 0 108 215 39 105 38 89 15 33

管 内 計 0 0 0 0 148 290 48 179 79 186 31 91

農地・農業用施設被害（査定時） （単位：百万円)

市　　名

Ｒ４ Ｒ５ Ｒ６

農地 農業用施設 農地 農業用施設 農地 農業用施設
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９ 地籍調査の推進 

令和５年度末の地籍調査進捗率は、南あわじ市が43.4％と進んでいるものの、洲本市

及び淡路市が低調であり、管内平均では25.0％と県平均31.3％より若干遅れている。 

各市においては、津波浸水対策区域、山林部や道路事業と関連した地籍調査を進めて

行くこととしている。 

（１）実施状況（令和５年度末）                   

 調査対象面積（㎢） 調査済面積（㎢） 整備率（％） 

全  県 7,945.61   2490.85   31.3   

 淡路地域 575.76   144.21   25.0   

  洲本市 166.02       14.24   8.6   

南あわじ市 226.67   98.41   43.4   

淡路市 183.07   31.56   17.2   

                                       ※全国平均進捗率（R5末）：52.7％ 

（２）令和７年度実施予定面積、調査地域 

洲本市 0.11㎢ 都志大宮の一部 

南あわじ市 1.36㎢ 湊、松帆、津井、阿那賀、倭文、阿万の一部 

淡路市 0.01㎢ 生穂の一部     


